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臼谷岡ノ城北遺跡 縄文章創期ユニット出上の石器
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1、 本書は、平成 3年度小矢部市臼谷地区土地総合整備事業 (区画整理型)に先立ち実施した臼

谷岡ノ城北遺跡発掘調査の概要報告である。

2、 発掘調査期間は、平成 3年 6月 14日 から10月 31日 まで、発掘面積は約6,600m2である。

3、 調査は、調査事務局を小矢部市教育委員会におき、調査費用のうち発掘調査の地元農家負

担分については国庫補助金並びに県費補助金の交付を受けて小矢都市教育委員会が実施した。

4、 調査は山森伸正 (小矢部市教育委員会社会教育課文化財係主事)が担当した。

5、 調査にあたり、邑本順亮 (富山県埋蔵文化財センター所長)、 宇野隆夫 (富山大学人文学部助教

授)、 西井龍儀 1/Jヽ矢部市文化財保護審査委員)各氏ほかの協力を得た。記して謝意を表した

6、 縄文草創期の石器の実測・ トレース図の作成及び本文中の縄文草創期ユニット及び遺物に

ついては西井龍儀氏ほかの協力を得た。

また、縄文草創期石器の石材鑑定については邑本順亮氏にご教示を得、縄文早期押型紋土

器については狩野睦氏 (富山県埋蔵文化財センター主任)のご教示を得た。

なお、縄文章創期ユニット内から検出した炉の焼土については、考古地磁気年代測定のた

めのサンプリングを富山大学理学部地球科学研究室にお願いし実施した。

7、 本書の作成・資料整理は主に山森が行ったが下記の方々から協力を得た。赤野和恵 高山
恵子 早助よし子 森谷奈利子 蟹谷百合子 中田百合子 藤村裕子 西田芳江 吉田近子
8、 出土遺物および図面・写真は小矢部市教育委員会が一括して保管している。
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I 位置と環境 (第 1図・2図 )
臼谷岡ノ城北遺跡は小矢部市域の南西部、福光町

と隣接する小矢都市臼谷字岡ノ城地内に所左する。

渋江川の上流、標高約70～ 76mの左岸段丘上に立地

する。遺跡はA～ Dの4地域に分かれるが、今回調査

の対象としたのはA・ B地区の一部とC地区のほIF

全域にあたる (第 1・ 2図 )。

周辺の表層地質は新第二紀に形成された砂層に粘

土あるいはローム・砂礫層が複雑に入り組んだ開析

谷と段丘からなる。本流の渋江川及び遺跡の西側境

を流れる支流の猪谷川によって頻繁に侵食・氾濫・

堆積が繰り返されたためのものであろう。このこと

は調査の深く掘り下げた箇所および周囲の崖状地形

の断面から観察できる。「臼谷」の名称の由来は山地

を割って流れる渋江川の両岸がこのあたりで急に狭

まり臼状に落ち窪む低位段丘の形状がみられることから名付けられたものと言われている (文献1)。

周辺の遺跡では、自谷岡ノ城北遺跡の南方約500mに福光町人母シモヤマ遺跡がある。旧石

器・縄文時代の遺跡であるが、県下で最初に早期押型紋土器の発見されたことで有名である。

また、自谷岡村遺跡は古 くより縄文土器の多くみつかることで地元及び県内の研究者に広 く

知られた遺跡である(文献2・ 3)。 縄文中期を主体に前期～後期にわたっており、この周辺の中核

的集落であったことが窺われる。昨年の試掘調査では住居跡と多くの縄文土器が出上した。

弥生。古墳時代は、この近辺では見るべき遺跡がなく、そのことがかえってこのあたりを特徴

づけるものとなっている。即ち、稲作開始以降、谷水田及び丘陵地の再開発がおこなわれる律

令時代後半までは過疎化 していたと考えられるのである。

律令時代後半以降となると、小白山山麓遺跡・臼谷岡ノ城北遺跡・臼谷岡村遺跡・臼谷八幡

宮遺跡・川開新遺跡などの遺跡が知られる。小白山山麓遺跡は地元の古老から古寺のあったと

ころと伝承される。昨年の試掘調査で奈良～平安時代の須恵器・土師器を含む良好な包含層を

確認した。中世以後は前述の各遺跡内でそれぞれに発展をみせ、なかでも臼谷岡ノ城北遺跡と

小白山山麓遺跡は比較的規模の大きな集落を形成したものとみられる。なお、字名「岡ノ城」

の名称の由来は城跡のあったことからと伝えられる。

文献1 よるさとのこころX「おやべの地名と由来」(その2)昭和58 小矢部市教育委員会

文献2 富山県史 「考古編」 昭和47 富山県
文献3「小矢部市埋蔵文化財分布調査概報」H_・ I■  1981・ 1982 小矢都市埋蔵文化財分布調査団
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遺跡の位置
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第 2図 調査区位置 (1/2,000)
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調査の経過

臼谷岡ノ城北遺跡は1981年度の小矢部市埋蔵文化財分布調査団によって発見されたもの (現

在の遺跡A地区付近一帯)を、平成元年度、圃場整備事業の実施に先立ち再踏査し、さらに平成2

年度の試掘調査の結果A～ D地区の4箇所と確定したものである。

昭和63年の■月下旬、はじめて臼谷地区の国場整備事業の実施について教育委員会あてに照

会があり、遺跡との調整の交渉がもたれた。事業は、平成元年度に着工し、平成5年頃までに完

成の予定で、工事名は「臼谷地区土地改良総合整備事業 (区画整理型)」。事業面積は54haであ

る。

翌、平成元年の3月、工事対象地域内の遺跡範囲の再確認のため踏査を実施した。臼谷岡ノ城

北遺跡の範囲が拡張し、また、臼谷入幡宮南遺跡を新に確認した。同年5月 にはその調査結果を

もとに協議し、6月 と10月 には臼谷岡ノ城北遺跡 (A地区 :約18,500∬ )と竹屋橋 I遺跡 (約 1,800

耐 の試掘調査を実施した。

平成2年 6月 には、臼谷岡ノ城北遺跡 (A地区 :約16,500∬ )の試掘を実施し、同年10・ ■月に

は、自谷岡ノ城北遺跡B～ D地区と臼谷岡村遺跡・臼谷栃分 I遺跡・臼谷八幡宮遺跡・月ヽ自山

山麓遺跡 (約49,500m2)の 試掘を実施して、工事対象地域の遺跡範囲の確認を完了した。さら

に、同年12月 には、自谷岡ノ城北遺跡C地区 (約1,000m2)の一部について本調査を実施した。

平成3年 5月 には、今年度の発掘調査区域についての協議をもち、自谷岡ノ城北遺跡C地区お

よびA・ B地区の保護策を検討し、工事のため削土せざるをえない部分の約6,600m2(A地 区 :

約1,200m2、 B地区 :約 200m2、 c地区 :約5,200m2)を 発掘調査の対象とした。調査期間は6月 14日

から10月 31日 までである。

調査日誌抄

6月

14

17

18

21

26

28

7月

3

4

8

9

10

重機による表土剖ぎ開始、器材運搬。

ベル トコンベア搬入。

入力による表土HIJぎ開始。

杭打ち ,表土象Jぎ。

遺構検出作業 (径1～ 1.5mの上城を約10～ 20個検出)。

Y30ラ インまで表土剖ぎ、及び遺繕検出完了。SD-1掘 り下げ、珠洲焼出上。

Y60ラ インまで表土手」ぎ。X44・ Y30五輪塔の空・風論出上。

X45～ 60・ YO～ 15黒色土掘 り下げ。

B.M.移動。Y80ラ インまで表土禁Jぎ。

X45～ 60・ YO～ 15黒色土掘り下げ、珠洲焼・土師器・縄文土器出土。

縄文中期初頭上器集中箇所の検出 (X45～ 50・ Y90～ 95)。

-4-



15 Yl10ラ インまで黒色土 (縄文・平安。中世の遺物包含層)掘 り下げ。

18 Y120ラ イン付近で須恵器 (双耳瓶)・土師器 (ロ クロ土師器碗)出上。

19 X51・ Y10で山形押型紋土器出土。 X61・ Y120でロクロ土師器を含む集石遺構検出。

23 XO～ 50。 Y120～ 130竪穴状遺構3基 (SI-1～ 3)を検出。

26 XO～ 50。 Yl10～ 150黒色土掘 り下げ、遺構検出、遺構掘 り。

31 XO～ 30・ Y120～ 150掃除、遠景写真撮影。

8月

l X30～ 80・ Y105～ 130黒色土掘り下げ (2回日)、 掘立柱建物 (中世)検出。

5 SK4か ら中世土師皿・青磁、SK 6(倒木痕)か ら縄文中期上器出土。

8 X30～ 75・ Yl10～ 130黒色土掘 り下げ (3回 日)、 SK-5,SK-6掘 り下げ。

12 X50～ 75・ Yl15～ 125黄色土下層に黒色上をはさむ谷落ち込み検出。

19 X40～ 75・ Yl10～ 125谷部落ち込み掘 り下げ。SK 8か ら中世土師皿3枚出土。

20 X50～ 70。 Y85～ 90遺構検出、掘り下げ。

22 SD 4・ 5掘 り下げ、珠洲焼 (甕・片口a■l出上。

26 X30～ 90。 Y70～ 90遺構掘 り、精査。

29 遺4勿取り■げ (SK-35、  P-20、  SD-10、  SX-2まで)。

9月

3 X30～ 90・ Y55～ 60遺結掘り。1/20で遺構平面図実測。

1l X30～ 60・ Y45～ 55遺結検出、遺構掘り¬Fげ。

12 X30～ 80,Y40～ 50遺構掘り、SK 79和鏡出土。

17 X51・ Y43か ら削器出土、すぐ隣の中世ピット底から剖片多数出土。

18 X30～ 80・ Y35～ 40遺構検出、遺構掘り。X51・ Y43で lm区画を黄色砂層掘り下げ、剖片多数集中する。

19 西井龍儀氏現場指導、縄文時代草創期ユニットと推測される。

24 X55,Y38深 さ約2mの穴蔵 ?掘 り下げ、SK 67フ イゴ端口・石硯・漆器出土。

25 ユニット掘り下げ、有舌尖頭器初見。邑本順亮氏より地質・石材の助言。

26 X40～ 80。 Y10～ 30遺構掘り。A・ B地区重機による表土剖ぎ開始。

28 台風19号、小矢部大火。ユニット掘り下げ有舌尖頭器1′く、槍先形尖頭器9′煮出土。

29 ユニット掃除・写真・実測・取り上げ、有舌尖頭器1・ 槍先形尖頭器3点新たに出土。

10月

1 雨、テント下でユニット掘り下げ、有舌尖頭器1点・槍先形尖頭器2′ミ出土。

2 X50～ 60,YO～ 10黒色土掘り下げ。ユニット西トレンチで第2ブロック検出。

4 全体掃除。ベルトコンベアをA地区へ移動。
5 1/20遺縛平面図レベル入れ。

6 ユニット掘り下げ・実測・取り上げ。
7 雨、図面 。遺物整理。テント下ユニット遺物取り上げ。
8 全体掃除。ユニット炉跡、考古地磁気 (富山大学理学部)サンプリング。

9 C地区全体遠景写真撮影。

10 ユニット掘り下げ、槍先形尖頭器1点。

12 第2ブロック、x52・ Y43遺物取り上げ。
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13 ユニットセクションベル トはずし、炉東狽Uで叩き石2′点、槍先形尖頭器 1′点出上。

15 ユニット周辺確認試掘 トレンチ掘 り下げ。 C地区実測完了。A地区精査、杭打ち。

18 A地区遺梅検出、掘 り下げ。

19 A地区遺溝掘 り。ユニットセクションベル ト下遺物取り上げ。

20 ユニット地層断面手Jぎ取り、有舌尖頭器1点出上。

21 X45。 Y85付近断ち割り、ユニット遺物取り上げ。

22 A地区遺構掘 り、全体掃除。

23 A地区全体遠景写真撮影。 B地区掘 り下げ。

25 B地区谷部黒色土掘 り下げ、珠洲焼・須恵器出土。

26 ユニットセクションベルトはずし、有舌尖頭器1点出土。

27 現場説明会。ユニット遺物取り上げ。

29 A地区1/20遺構平面図実測。 B地区掘り下げ。

30 B地区谷東側底より獣骨出上。

31 B地区地層断面実測、平面平板測量。器材撤収。

Ⅲ 調査の概要

縄文時代 (草創期 。早期 。中期)、 平安時代、鎌倉～安土・桃山時代の遺構と遺物を検出した。

中世を主体とする集落及び墓地である。遺跡は渋江川と支流の猪谷川の侵食によって形成され

た段丘の南向き舌状台地に立地し、A～ D地区の4箇所に分かれる。今回の調査はC地区を主体

にA・ B地区の一部を発掘調査した。以下、1.遺構、2.遺物に分け、C地区次にA・ B地区の

順に概要を述べる。

1.遣  構
C地区 (第3図 図版1)

縄文時代草創期の石器製作跡、縄文時代早期 。中期の遺物包含層、平安時代の集石遺構、中

世の建物及び墓 (集落)を検出した。主体のほとんどは中世期のものである。

猪谷川の東岸にあたり、舌状を呈する遺跡範囲は南半と北半を東西に流れる溝によって分断

され、両者では遺構の性格がそれぞれ異なる。つまり、北半部には平坦で掘立柱建物・竪穴状

遺構などの住居関連の遺構があり、南半部には柱穴よりは大きな直径lm以上の穴が数多く密集

する。土拡内の埋上には木炭及び炭粒が多く混入しており、焼けた骨片、和鏡、銅銭、中世の

陶磁器片などが出上した。中世期のほぼ全般にわたる永い間の集団墓地と考えたい。しかしな

がら各土拡内出上の遺物は極めて少ない。
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(1)縄文草創期 (第2～ 6・ 21～ 26図、表3、 図版2)

遺物集中地点

縄文草創期の遺物が集中して出上した地点はC地区の南側で、南へ張 り出した者状台地の先

端部近 くに位置する。その範囲はおよそX45～ 52・ Y41～ 45の範囲に納まる。遺物集中部分は

大小2か所あり、大きい方を第1ブロック、他を第2ブロックとする (第4図 )。

第1ブロックは台地の頂部から西側へゆるく傾斜する移行部にあり、東西約 4m、 南北約 3m

の範囲から22,557点 ものおびただしい量の石器や手J片、砕片が出土した。このブロックのほぼ

中央部には長径約 70cm、 短径約50cmの広さの焼土面があり、炭化物や灰層も周囲に多く、炉跡

と考えられる。この焼上面の東端に接して2個の叩き石が出上し、さらに叩き石の東側を半円径

にめぐるように多量の刹片や砕片が3か所にまとまって出土した。剖片や砕片の集中部分には小

型の有舌尖頭器 (第 21図 1)以外、加工度合の少ない槍先形尖頭器はあるものの、他の有舌尖頭

器や削器、石斧破片、石刃などの石器はむしろ象J片や砕片が少ないブロックの外縁部から出土

している。なかでも有舌尖頭器は焼土面の北側に、石斧破片は南西側に片寄っている。なお、

焼土面をはさみ東西に約3.6mの間隔で、2個の刻ヽピット (」Pl、 2)を 検出したがその性格は不

明である。 (第5図 )

第2ブロックは第1ブロックの西側で、約2mお いて東西約1.5m、 南北約2mの小範囲から278

点の石器・象」片・砕片のほか、炭化物も多く出上した。ここではブロックの殆どが流紋岩の同

一個母岩による象」片・砕片で、同材の未成品とみられる削器 (第 24図 5)がそこから出土してい

る。やや離れて別な流紋岩の槍先形尖頭器の未成品1点があるだけで石器は極めて少ない。

2か所のブロックは共通した石材で石器製作を行っており、石器や柔」片にも共通′ミ、互換点が

みられることから、ほぼ同時期に形成された石器製作ユニットとみてよいだろう。

出土層位

草創期の石器は中世の遺構掘り下げによってはじめてその存在がわかったもので、その時ッミ

では上部の表土 (I層 )や黒色土 (II層 )は既に除去された状況にあった。調査地の層序は上部

から均質で厚みのある砂層 (Ⅲ～Ⅶ層)と 、薄くてしまりのあるシルト層 (①～⑤層)が交互に

堆積し砂礫層 (Ⅷ層)に続く (第 6図 )。

遺物の主な包含位置は上部から3枚 目のシルト層 (③層)と 、その下の砂層 (V層 )上部にあ

り、その上下レベル差は5～ 15cmと 極めて刻ヽさく、焼土面もここにある。もっとも第1ブロック

ではX52を 頂部として、シルト層の②層と③層が1枚の層となっており、両層間の砂層 (Ⅳ l層 )

がなくなっている。第2ブロックでは各層が厚く、ここでは③層以下から遺物が出土している。

砂層とその間に介在するシルト層の堆積状況について、砂層は短期間の急激な堆積により、

シル ト層は長期間にわたるゆるやかな水の淘汰を受けた堆積と推定される。草創期の石器製作

が行われたのはV層の砂層堆積直後とみられ、遺跡の南側の渋江川や西側の猪谷川の川床とは

現在約10mの比高差があるものの、草創期にはそこまで高く流れていたのであろう。
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(2)縄文時代 。平安時代

縄文時代 (第 7・ 32,33図、図版3)

縄文時代草創期のほかに早期と中期の出土遺物があるが、包含層あるいは中世遺構の中に混

入したものがほとんどである。

縄文早期の遺物は調査区の南端、約2mの高さで一段低 くなる段丘下に黒ボク層が厚く堆積し

た下層部分で検出した。1個体分の上器が潰れた状態で出土した(第 7・ 17図 )。 胎上に黒鉛を含む

回転山形押型紋土器 (第33図 1～ 6)で周辺からは関連する出土遺物・遺構はない。その他の縄文

早期上器 (第31図 121。 122、 第33図 7～ 9)は調査区の南西部の I層 (表土ないし中世遺物包含層)

中から混入出上している (表4)。 平成2年度の発掘調査 (調査区の北西部 :X20Y85付近)で回転

楕円押型紋土器がまとまって出上し、段丘斜面からの出土状況は今年度の状況によく似る。調

査区西側から南側の猪谷川段丘の縁辺部には縄文早期の遺物が点左するようである。

縄文中期の遺物の多くは調査区の北部のH層 (黒色土 :黒ボク)の堆積がのこる部分で出上し

ている。とくに倒木痕のSK-6付近では土器がまとまって出上した(第7図、第32図 140～ 143)。 住

居跡などの遺構は検出されなかった。

平安時代 (第8,27図、図版9)

平安時代の遺物は調査区の南端と調査区の北東部のH層 :黒色土上層部より出土している。

拳大の大きさの河原石を約1～ 2mの範囲で寄せ集めた遺構を3箇所検出した (第8図 )。 SS lは須

恵器甕や土師器椀・皿などの遺物 (第27図 15～ 22)を含む。SS 2・ 3は遺物を伴わないが周辺包

含層中に出土遺物があり、該期のものか不明である。

(3)中世 (第 3・ 9～ 17図、図版Ⅲ4～ 8)

掘立柱建物 (10棟 )。竪穴状遺構 (3基 )・ 井戸 (2基)。 土拡 (約380基 )。 池状遺構 (3箇所)。小穴

(約948個 )・ 溝 (26条)を検出した。うち土拡と月ヽ穴・溝については遺物が出上したものについ

て遺構番号をあたえた。土拡はSK l～ 107、 小穴はPl～ 33、 溝はSD-1～ 11と し、一覧表に示

した (表 2)。

掘立柱建物と竪穴状遺構 (第9～ 11図、表1・ 2、 図版4・ 5)

掘立柱建物と竪穴状遺構は、調査区の北半部にすべてが集まる。掘立柱建物は2X2間 (SB 2・

3)、 3× 3間 (SB l・ 5)、 2× 3間 (SB ll)の大きさで、柱間は2.2～ 2.3m前後がほとんどで、SB

12だけが3.5～ 3.8mと 長い。方位はN9～ 11° Wの ものが4棟 (SB 3～ 5'7)と 多い (表 1)。 SB

7の柱穴から中世土師皿 (第27図 1,2)が出土した。

調査区の北東部で一辺2.3～ 3.2mの方形に落ちくばむ竪穴状の遺構 (第 10。 11図 i SI-1～ 3)を

3基検出した。遺構検出面はⅡ層上面である。床及び壁は鉄分などの沈着で固く締まっている。

覆上には炭や焼土粒が混入し、出土遺物 (第27図 11～ 13)か ら南北朝時代頃の所産と考えたい。

井戸・土城・小穴・池状遺構 (第 3,12～ 16図、第27～ 32図、表2、 図版6～ 8)

土拡・刻、穴 (P,SKoSEoSX)は合計約1,200個 を検出した。うち、遺物が出上したものあるい
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は特徴的な穴は155個 あり、番号を与えた。大きさによる分類から、直径0.4m以 内 :SS、

0.5～ 0。 9mi S、 1.0～ 1.4m:WI、 1.5～ 1.9m:L、 2.0以 L:LLと した。結果、SSが22個、

Sが43個、Mが35個、Lが17個、LLが32個 となる。また、深さから0.2m以下 :S、 0.3～ 0.5m:

M、 0.6～ 1.Om iD、 1.1以上 :DDと分類した場合の統計では、SSが49個、Mが68個、Dが28

個、DDが4個 となる。遺構内出土遺物は少ないが、時代を特定できる穴は中世が98個あり、う

ち中世でも15世紀以降のものは23個ある。

上記の分類から以下の傾向がつかめる。径0.5～ 0。 9m、 深さ0.5m以下で中世に特定できる穴

が22個 (Pl・ 12・ 16・ 19。 24・ 26。 33、 SK l■ 5。 16。 29。 34・ 36・ 44・ 61・ 71・ 94・ 95・ 98・ 105)と 多く、うち中世

後期に特定できる穴はSK-1と SK 95である。また、径2m以上、深さ0.5m以下の中世の穴は20

個 (SK 12・ 41・ 42・ 43・ 49・ 51・ 52・ 62・ 82・ 83、 SX l～ 3)があり、 うち中世後期が5個 (SK 12・ 42・ 43。 82・
91、 SX-1～ 3)と 比較的夕い。また、径1.0～ 1.4m、 深さ0.3～ 0.5mの 中世の穴は9個 (SK-3Ⅲ

53・ 55。 57・ 72。 78・ 96・ 102。 103)あ る。それぞれのタイプの、大きさによる穴の性格の違い、また存

続時間幅が考慮される。SXと した池状遺構はいずれも中世後期の越前焼・瀬戸焼・染付などの

遺物を伴う。埋土に多くの炭を含み、SX 2か らは銅銭 (宋 ?)も 出上した。SX-3と SX lは調

査区内の中央東側に位置し、大小の池状を呈する。SX-2(浅い土拡群)は SX lの西縁辺を巡る

かたちとなる。火葬場としての性格が推定される。

SK 8、 SK 4で中世土師皿が完形で上向きに供された状態で出土した以外は、ほとんどが破砕

土器片が出土する程度である。SK 2・ 3の埋土は断面が年輪状を呈し、放棄後の自然堆積とみら

才化る。大きさもよく似る。

SK-79・ 5。 82・ 83・ 43・ 36な どは径2m程度の大きさで、0。 2～ 0。 3mのやや浅い隅九方形ないし円

形を呈し、石や土器・石臼・石鉢など比較的出土遺物の多い穴である。特異なものとしてSK-79

からは和鏡1面 (第31図 125)が出土し、SK 67か ら石硯 (第30図 115)・ 漆器椀。フイゴ羽回、SK
103か らは層塔が出土した (第 13図 )。

SK looは 全長4.Om、 幅2.lmの 平面隅九長方形を呈し、深さ2.2mを測る大きな穴である。

底には大さ5 cm程度の木材をはしご状に並べた痕跡が残り、地面から床を持ち上げるためのも

のと考えられる。また、埋上の堆積は天丼が落盤した状況を示し、空洞状態で使用された穴倉

状の遺構と考えられる。

溝 (第 3。 17図、表2、 図版1)

SD 4～ 10は墓域と集落を区分する重要な役目をはたすものと考える。SD 4と SD-8は幅約

1.2～ 1.5mを隔て平行に走り、道の側溝ともみられる。SD-1は SX 3か らのJ卜水溝と推測され

る。SD-10は 、SDrlと っながり西側段丘縁辺を連続して巡るものと考えられる。上拡墓群を囲

む周溝か。なお、SD l付近 X60～ 80・ Y20～ 40あたりは鉄洋・フイゴが比較的まとまって出上し

た。SD-1・ 5・ 10は 中世後期の遺物が出上した。SD 4、 8よ り新しい。
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A・ B地区

A地区 (第 18・ 19図、第31図 138・ 139、 図版10)遺跡範囲の西端1,200m2を 発掘 し、掘立柱建物
2棟 (SB 9,10)、 方形に巡る溝1箇所 (SD 12)、 径0.5m未満の小穴約200個 (AP l・ 2ほか)、 径0.5

m以上の上拡8個 (SK 108ほ か)を検出した。基本層序は I層 :暗褐色土 (耕作土)、 H層 :黄褐

色粘性土 (鉄分の沈澱した漸移層)、 Ⅲ層 :黒色粘性土 (中世遺物包含層)、 Ⅳ層 :黄白色粘土であ

る。C地区の地山層が砂礫層であったのに対し、A地区では粘上層で全体に粘性をおびる。SB
-10の柱穴からは大ぶ りの上師質皿 (第 31図 138)が出上した。古代末中世初頭頃か。SB 9は 南・

西・北の3面に廂あるいは柵をもつ。柱穴は柱あたりが明瞭で一辺12cllaの方形であることが確認

できた。方形区画溝 (SD 12)は一辺5.4mの正方形で北東と北西の隅に陸橋をもつ。南辺溝中

央付近には拳大の石が集まり、珠洲Ⅳ期 (吉岡編年)の片口鉢 (第31図 139)が出上した。中央

にマウンドをもつ中世の墳墓 と考えたい。

B地区 (第 20図、第32図 183～ 188、 図版8)遺 跡範囲の南端一部、約200m2を 発掘。幅約6m、

深さ約2.4mの 谷 (溝か)を検出した。溝の東側には一段のテラスがあり、テラス上には大型動

物 (馬か牛か)の骨がまとまって出上した。共伴 した遺物は縄文土器・土師器 。珠洲焼・中世土

師皿 (第32図 183～ 188)があり、もっとも新 しい時代でおさえれば、中世であろう。なお溝の底

にはⅥ層が噴き上がったとみられる亀裂 (噴砂か)があり、地震によるものであろうか。

表1l C地区掘立柱建物 (SB)
番 棟方向 規模 (間 ) 桁 行 (m) 梁 行 (m) 方  位 面 積 ∬ 備 考

1 南北 3× 3 69@23 66@22 N-2°一E 南廂

2 南 北 2× 2 57@285 44@22 N-75° 一ヽV

3 東西 2× 2 49@245 4 5 《D2 25 N-11°一ヽV

4 南 北 2× 2以上 47@2.35 23@23 N-11°一ヽV 11以上

5 南 北 3× 3 74@2.45 69@23 N-9°―W 東 廂

6 (東西 ) 2× 2以上 45@2.25 44@22 N-125°一W 20以上

7 東 西 1× 1以_L 22@2_2 22@22 N-10°一ヽV 5以上

8 南 北 3× 2以上 81@2.7 22@22 N-16°一W 18以上

南北 2× 3 66@2.2 44 @22 N-28°一E 東西廂

南北 2× 1 69@35 38 @38 N-6° 一ヽV 26以上 桁行に中柱

表12 A地 区掘立柱建物 (SB)
番 棟方向 規模 (間 ) 桁 行 (m) 梁 行 (m) 方   位 面 積 ∬ 備 考

9 南北 2× 3 6.6@235 4.4@2.2 N-34°一E 四方廂 ?

南北 ? 4× 2以上 4.4@22 6_6@3_3 N ll° W 88以上

表13 A地 区 遺構一覧
遺 構 番号 X Y 長 径 短 径 深 さ 広 深 時代 出 上 遺 物 (′点数) 図 版 番 号

AP 1 M 中世 中世土師皿ユ 中世土師皿 (138)

AP 2 M 中世 青磁4 中世土師皿1
SE 3 1.2 12 M D 中世 木片10 曲物2

SK 108 2_ユ 13 LL S 中世 土師皿 1

SD
Ｗ
～
２３

２４

～

３‐

甑
明
鰯
腑

/ / 中世 珠洲片口鉢1 珠洲片口鉢 (139)
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表2 C地区 遺構一覧

珠洲片 口鉢 (13)
中世 土師皿 (11 12)

恵 器 甕 (20)縄文 土 器 (22)石錘 (21)

珠 洲 (片 口鉢 6_甕4)越前菱 4瀬 戸天 ロユ
中世 土師皿 3上 師片 文巨疑 ユ石鉢 1
石 口3石 皿 1瓦質片 口鉢 1

珠』 (片 国鉢 25珍 6菱 24)
石皿 (144)瓦質片 口鉢 (23)

珠 》 (片 口鉢 7甕 20)逮前斐 9青磁 2
白藤 ユ 中世 上師 E17土師片 32銅銭 1
石 白4石 Il12染付椀 I

珠 洲 (片 口鉢 30_甕 32)染 仕 椀 (31)
中世 土 師 l ll(27)越 前 変 (23)
石 皿 (145)瀬戸 天 日 (29)

珠 r/H片 国鉢 1越 前菱 1瀬 戸 Ili中世 土信

“
l l11須 恵器 甕 2土 師器 (ロ クロ甕 8擁 1
E11)上師片 1縄支上器 1木炭 1

瀬 戸 皿 (79)上 師 器 (皿 81.擁 80)

珠 洲菱 1越 前甕 1漱 戸天 目1土 師器椀 1
縄文上器 2

珠 渉 (片 口鉢 2甕 3)越 前甕 2 中世 上 師 珠渉片口鉢 (92)石延04)
珠 洲 菱 (91)中 世 上 師 Ill(93)

珠洲 (片 口鉢 1菱 2)白 薙 1中世 土師皿 2
木炭 5 珠 洲 片 国鉢 (97)
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No 2

珠 洲甕 1

14.洲 (奎1菱 3)青穂椀 1中世 上師皿 2
上師片 2フ イゴ羽 口1打 製石 斧エ

青 磁 続 く103)中 世 土 師 m(104)
打 製 石 A・ (105)

珠洲甕 4中 世 土師 ll12土 師器擁 1
上師片 2縄 文土器 エ 中世 土師 I ll(100.107)

中後
珠洲 (片 口鉢 2甕 1)越前甕 1土 師片 6
木炭 2縄 文 土器 1 珠 洲 片 口鉢 (108,109)

中 後
珠洲菱 1越 前蓑 1源 戸天 日1染任 椀 1
中せ 上師皿 1主 師片 6鉄 津 1 中世 土 師 皿 (110)

中 修
珠 洲 (片 口鉢 1甕 21逮前菱 1石鉢 3
姫撻ユ石 臼2穂石 1 木炭 3 珠 洲 片 口鉢 (127)

中 後
珠洲菱 I越 前甕 1瀬 戸天 目 1
中世 土師皿 1猛石 1

中世
珠 洲片 口鉢 3青 薇 皿 1白磁 1土 師片 2
矩腱 1打 製石 精 1 打 製 石 斧 (136)
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2.遺  物

(I)縄文草創期 (第21～ 26図、表3、 巻頭図版)

臼谷岡ノ城北遺跡出土の縄文時代草創期の遺物は、表3の ように2箇所の遺物集中地′くから

22,894点にの,Fるが、そのうちの22,782点が祭U片 得J片 といっても石器の素材として利用可能なも

のは数点に限られる)、 砕片で、こうした偏った遺物の組成は遺跡の性格を端的に表現している。

有舌尖頭器は6点出土しており (第 21図 6は有舌尖頭器の破損品の可能性が高い)、 18点出上してい

る槍先形尖頭器はすべて有舌尖頭器の未製品とも考えられる。槍先形尖頭器は有舌尖頭器に比

べ、細かな加工が施されておらず、先端部が尖鋭に作り出されていない。また削器と分類した

ものの中にも有舌尖頭器のブランクとみなす方がよいものがある。さらに遺物の集中地点から

2点の叩き石も出上しており、ここで検出された遺物集中地点は、有舌尖頭器製作の跡と見なす

ことができる。ここでは、有舌尖頭器の素材となる剥片が殆どなく、石核がまったく存在しな

いことから、別の地′ミで有舌尖頭器の素材となる手U片 を生産し、石器製作の目的にかなった形

状の祭U片のみがこの遺跡に持ち込まれ、有舌尖頭器に成形・整形加工されたか、あるいは有舌

尖頭器のブランクとしての槍先形尖頭器の製作が行なわれたと考えられる。

石器製作の工程は、崇J片の腹面から背面側に比較的急角度の成形加工を施し、片面加工石器

(第23図 1、 2)を作る。次に腹面側にも平坦剥離の調勘 日工を施し、半両面加工石器 (第22図―

1、 4、 5)、 さらに両面加工石器 (第21図 8、 258)と し、舌部を作り出す (第 21図 7)。 この段階

でも断面の形状はまだカマボコ形である。最後に細かな調整加工と先端部の作り出しを行い、

有舌尖頭器が完成する。有舌尖頭器の観察からは、初期の成形手U離に規制され、最終的な断面

もカマボコ形のものが目立つ。片面加工、半両面加工の槍先形尖頭器の腹面の観察からは、素

材の多くは横長予J片であることがわかる。

石材は大半が流紋岩であるが、一部に安山岩、鉄石英、ハリ質安山岩、正駐岩、玉髄が存在

する。6,点の有舌尖頭器の石材内訳は流紋岩3(第21図 1、 2、 5)安山岩1(第 21図 6)、 鉄看英1(第

21図 -4)、 ハリ質安山岩1(第 21図 3)で、このうち安山岩、鉄石英、ハリ質安山岩は有舌尖頭器

に用いられているだけで、崇J片・砕片には1点 もない。また、有舌尖頭器の未製品と考えている

槍先形尖頭器はすべて流紋岩製で、剖片・砕片の大半が流紋岩であることなどから、自谷岡ノ

城北遺跡では、流紋岩の手J片または未製品から有舌尖頭器の製作をおこなっていたことがわか

る。流紋岩はいくつかの母岩に識別可能であるが、現段階では時間的な都合で母岩丹Uの分類は

行っていない。なお、製品としての石器は出上していないが、玉髄の砕片が数点出上しており、

剥片か未製品で遺跡にもちこまれ、製品か未製品として遺跡外へ搬出されたと考えられる。な

お、唯―の定形的な削器 (第24図 1)は正准岩を用いているが、正准岩の砕片も数点出上してい

る。6点の有舌尖頭器の内3点が欠損品 (舌部が欠損)であることから、有舌尖頭器の多くは別の

地点で製作され、臼谷岡ノ城北遺跡に持ち込まれた可能性がある。

有舌尖頭器の形態は、中型で片側がやや内湾する三角形の舌部をもつもの (第21図 -2、 3)、 中
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型で返しが器軸に対しほぼ直角のもの (第21図 4、 5)、 小型で返しが器軸に対しほぼ直角のもの

(第21図 1)の 3類型がある。いずれも左右対称でなく、片側がやや張り出す傾向がある。有舌

尖頭驀の製作技術の特徴としては、最終的な調整で斜めに細長い手」離を施しており、特に第21

図 3が頭者である。

研磨痕のある結晶片岩の破片が 4点出上しているが、磨製の斧形石器の破片であろう。第25

図 4は、2面に研磨痕が観察され、休部側面か刃部と考えられる。この他に研磨痕のない同一石

材の破片が13点あるが、いずれも斧形石器の破片である。これらの破片は焼上の広がり (炉跡)

付近から集中して出上しており、被熱により砕け散った可能性もあるが、すべての破片を集め

ても、斧形石器の一部にしかならず、むしろ、刃部再生のための調整手U離によるものとみなし

たい。

5点の削器の内、定形的な形態は第24図-1の石刃素材の両刃削器のみで、第24図 2～ 5は手U片

の片面に二次力H工を施 したもので、片面加工の槍先形尖頭器の成形加工に共通する点があり、

有舌尖頭器のブランクの初期の段階の可能性もある。第24図 1はある程度時代性を反映する特

徴的な形態である。その他に叩き石が2点出土しているが、炉跡の縁辺からの出上で、被熱のた

め赤化 している。出土状態からは、炉石 として転用されたと考えられる。

石刃としたもの (第 24図 8、 第25図 8～ 10)は、背面の崇」離方向がやや不規則なきらいがある

が、基本的には一方向からの連続的な縦長手U片の生産が認められる。さらに、打面再生を介在

させた第25図 9、 10の接合状態、および連続的に縦長象J片が生産されたとみられる打面再生*J

片 (第25図 9)や石刃素材の削器の存准などから、臼谷岡ノ城北遺跡の禁J片生産技術に石刃技法

が含まれることが明きらかである。このほかに、発掘中に細石刃に類似する細長い砕片が数点

検出されたので、細石刃核の出土を期待していたが、発見できなかった。現状では、細石刃状

の砕片は尖頭器の器面調整の砕片と考える。

土器は約5mm程度の小破片であるが 1点ある。表裏の区別が容易で、紋様は認められない。出

土状態は石驀集中地点の中で、層位も石器群 と同一である。

さて、石器群の大まかな位置づけは有舌尖頭器および石刃素材の削器の形態、石刃技法の存

在、さらに土器の有無から推定できる。有舌尖頭器は、返しをもたず片側がやや内湾する三角

形の音部をもつものと器軸に対しほぼ直角の返しをもつものがあり、明瞭な返し部をもつもの

が少ない中林遺跡の有舌尖頭器の一群に後続する段階に置かれる。石刃素材の削器の形態、石

刃技法の存在は、中部地方で石刃技法が縄文時代草創期の極早い段階に消滅していることから、

縄文時代草創期の前葉に位置づけ可能である。上器については残存部は無紋であるが、刺ヽ破片

のため、積極的な位置づけは控えたい。
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表3 縄文章創期ユニット出土遺物数量

第 1ブロック

(X49～ 53.Y42～ 45、 中′いはX50～ 52.Y42～ 44)

有舌尖頭器 6′ミ

槍先形尖頭器   18点
4′ミ

4コミ

2,ミ

石斧破片     17点
象U片 (2cm以上)1,502点
砕片

炭化物

21,004′ミ

55′ミ

第 2ブいノク

(X45～ 47.Y41～ 44、 中′ふはX46。 Y42)

削器

石刃

叩き石
22,557点

炭化物 4点

縄文革創期ユニット出上の主な石器

図版 Nα 番 号 種 X Y 石 材 裸 高

有舌尖頭器 38 35 70 084

1 有舌尖頭器 44 80 13 70 69 966

21-3 66 有舌尖頭器 63 20 16 95 8 95 69 950

6 有舌尖頭器 53 90 17 60 筋 英 69 925

21-5 舌尖頭器 47 10 18 80 流紋岩 69 925

2 青尖頭器 ? 25 50 16 40 安山岩 69 963

21-7 17 57 95 26 55 14.40 流紋岩 70 088

l 53 80 70 080

槍先形尖頭器 51 70 27 85 12 15 70 101
21-10 3 槍先形尖頭器 56 65 25 75 15 65 70 060

槍先形尖頭器 49 40 23 50 70 078

22-2 3 槍先形尖頭器 64 70 37 00 流紋岩 70 029

槍先形尖頭器 56 90 3215 19 20 流紋岩 70 090

形 尖頭器 52 35 36 25 19 85 流紋岩 70 086

22-5 器 56 80 25 05 11 55 流紋岩 70 101

22-6 8 尖頭 器 未 成 品 45 95 14 75 流紋岩 69 938

尖頭器未成品 20 00 32 90 69 970

22-8 2 尖頭器未成品 59 25 37 00 70 085

7 槍先形尖頭器 58 60 26 95 69 922

23-2 槍先形尖頭器 50 50 28 75 紋 君 70 105

尖頭器未成品 34 25 9 05 流紋岩 70 145

さ頭器未成品 79 90 41 00 流紋岩 69 817

こ頭器未成 品 86 15 43 45 25 00 流紋岩 70 121

23-6 さ頭器未成 品 95 20 44 60 26 15 81 85 流紋岩 70 065

l 器 73 40 23 50 オー ソコーツァイ ト(正柱岩 ) 70 153

削器 4 45 25 37 60 70 088

削器 45 70 33 45 文岩 70 104

削器 43 35 27 60 流紋岩 70 143

1 削器 39 25 55 85 流紋岩 69 787

1 使用刹片 34 00 24 25 流紋岩 70 036

使用ま」片 33 90 29 90 1170 12 65 流紋岩 70 105

4 石 刃 50 85 22_80 流紋岩 69 991

l 劉 片 60 10 14 85 27 50 紋岩 69 874

1 尖頭器調整票」片 31 00 22 70 4 80 岩 ヒグて

2 尖頭器調整ま」片 4 22 10 4 70 とグ(

石斧破片 27 20 3 50 1 60 結 晶片岩 69 917

石斧破片 22 10 結晶片岩

1 石斧破片 34 65 結晶片岩 69 909

25-7 打面再生刹片 27 90 64 25 25 00 50.00 流紋岩 69 973

石 刃 61 35 15 35 7 15 流紋岩 70 067

25-9 石 刃 69 85 25 30 岩 69 970

25-10 石 刃 78 95 31 55 と完き 69 955

叩き石 60 65 51 35 400 00 石英η君 70 000

叩き石 118 95 76 75 58 05 660 00 石英紛岩 70 095

捜儀 無 50 00 24 00 鉄石英 SD 5
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第22図 縄文車倉J期の石器2(2/3)(1～ 5:槍先形尖頭器,6～ 8:尖頭器未成品 )

-38-



鶴
例
卿
燭

ぬ

岡

隠

嘲

2

タ
　
ノ
形
わ
／を
っ

∠生正三二ゝ
1

⌒

0_             写              10Cm

第23図 縄文草創期の石器3(2/3)(12:槍 先形尖頭器,3～ 6:尖頭器未成品)

-39-



潮

瑚

Ⅷ

暢

憎

~        6

藍

や

0   5   晩 m昼

第24図 縄文革倉J期の石器4(2/3)(1～ 5:削器,67:使用雫U片 ,8:石刃)
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(2)縄文時代・平安時代・中世

表41 遺構内出土遺物一覧
凶版 Nα 還 穂 番号 記 号 種  類 器 種 部 位 胎  土 色 調 焼 成 時 代 偏 考

SB7P ■236 中世 土師 皿 日縁 部 音 迫 赤褐 良 14,15C

27-2 1 に304 土師器 j7N 日縁部 普 通 赤褐 良 平安末

P 1 に426 中世土師 皿 口縁部 砂粒含む 赤褐 良 破 片 13,14C

P 1こ 400 珠洲焼 口縁部 砂粒含む 暗青灰 良 破 片 中世

P 17 に425 中世土師 皿 口縁部 砂粒含む 暗 褐 破 片 中世

P 17 に424 中世土師 皿 口縁音Б 砂粒含む 褐 中世

27-7 P に422 中世土師 皿 日蒻k部 砂紅含 む 褐 1/4 14C

P 中世 土 師 皿 口縁部 密 褐 良 16C

27-9 P 1こ 371 珠枡1焼 甕 口縁部 砂粒含む 暗灰 やや良 破 片 珠洲IV 断面漆付着

27-10 に423 中世 上帥 皿 口縁部 密 赤褐 良 中世

27-11 SI に415 中世土師 皿 口縁部 普通 黄褐 良 破 片 13,14C

27-12 に416 中世土師 皿 口縁著Ь 普通 赤褐 良 1/2 13.14C

27-13 に350 珠洲焼 片口鉢 体部 砂粒 多し 黒灰 良 :片 珠 洲 IV

27-14 SE に295 中世土師 皿 口縁モX 普 通 示 褐 良 13,14C 底部ヘ ラ切 り痕

27-15 よ226 土師器 皿 口縁音Б 微 7J/N紅含 赤褐 良 平安 内免黒色磨 き痕

SS よ227 土師器 椀 口縁部 普通 黄褐 良 完形 平安 底部糸切 り痕 日縁内面沈線

27-17 に274 土帥器 皿 口縁部 普通 褐 良 平安 内面黒色磨き痕 底音[糸切 り

27-18 SS に288 土師器 杯 口縁部 微砂粒 夕 赤褐 良 平 | 底部 系切 り後 ナデ

27-19 に307 土師器 皿 底部 音通 褐 良 4 平 内面黒色言 台付 き皿

27-20 に464 須恵器 甕 ,卜音焉 普通 白 不 良 破 片 平安

27-21 石 錘 / / 苗 白 / !文中期 黒色斑紋

27-22 綴支 土爆 深 鉢 底著Б 秒粒含 む 赤 褐 良 破片 縄文中期 単飾縄文 RL
27-23 X 1こ 840 珠 PJI焼 片 口鉢 口縁音Б 晋 迫 暗灰 不 良 破 片 中世 瓦質土器 ?

37-24 SX に376 珠洲焼 甕 底部 小石砂含 暗灰 良 破 片 中世

27-25 SX に336 珠洲焼 片 日鉢 底部 普通 暗灰 良 珠洲 V
SX よ253 珠洲焼 片 口鉢 日縁著焉 砂粒含む 黄褐 不 良 次71111V 8劇ド/

27-27 SX 2 に300 中世土師 皿 口縁部 普通 暗 褐 1/4 13.14C

27-28 SX 2 1こ 380 越前焼 甕 口縁モ∬ 誓 誦 褐 破 片 中世 褐色釉

27-29 SX 2 瀬戸焼 天 目 口縁慧Б 普 韻 黒褐釉 中世

27-30 SX 2 よ255 珠 洲購 口

`

日縁音Б 苦 通 暗灰 良 破 片 珠洲Ⅱ

27-31 SX 2
`こ

322 梁 付 底 部 普通 淡青 良 中世

27-32 SX 2 に375 珠洲焼 底部 7rj粒含む 灰 良 破 片 中世 すり鉢に転用 (肉面摩滅)

28-33 SD に369 珠洲焼 甕 口縁部 砂粒含む 灰 良 破 片 珠かIII ロロき目 7本 /3cm

28-34 SD よ269 珠洲焼 甕 口縁部 小石含む 暗灰 良 破 片 珠 洲 IV ロロき目 9本 /3cn

SD 1こ 370 珠洲焼 甕 口縁部 普通 暗灰 破 片 珠洲IV 口Fき 目 8本/3cm 「61E】
28-36 SD に372 珠洲焼 甕 口縁部 音通 暗 灰 やや良 破 片 中世 叩き目 7本 /3rm「大 I印
28-37 SD よ274 珠 i4A焼 士空 底部 普通 灰 良 中世 底部静止糸切 り痕

28-38 SD に377 珠洲ザ 底 部 砂粒含 む 暗灰 やや良 破 片 中世 ロロき目  12本/5cm

SD ■275 底 部 微砂粒 多 暗灰 やや良 破 片 中世

SD に378 珠 洲 底部 砂粒含む 灰 不良 破 片 中世 SK56と 接合

28-41 SD に344 珠 洲 片 口鉢 口縁部 砂粒含む 暗灰 やや良 破片 中世

SD 1こ 341 珠洲焼 片口鉢 口縁部 小石含む 暗灰 良 破 片 中世

28-43 SD 1こ 343 珠洲焼 片口鉢 口縁音る 砂 位含む 暗灰 破 片 中世 とロロ  10本/2 5cm

28-44 SD に329 瀬戸焼 皿 口縁部 緻密 灰 罠 中世 灰釉 (暗緑色 )

28-45 SD に405 土師器 皿 口縁音Б 音 縄 示 褐 やや良 平安 底部糸切 り痕

28-46 SD に276 土師器 椀 底 部 密 褐 良 平安 内面黒色高台付 き椀

28-47 D
`こ

408 土師器 琴 底 部 普通 赤褐 良 破 片 平安 底部糸切 り痕

28-48 SD に404 土師器 椀 口縁部 晋 迫 赤褐 良 破 片 平安 内面磨 き痕

28-49 SD に409 土師器 皿 口縁部 普通 黄褐 良 破片 平安

SD よ277 須恵器 瓶 底部 普通 暗青灰 良 奈良平安

SD か83 打製る斧 / / 胡麻塩 / 字 形 文中期 花こう岩

SD 打製石斧 / / 暗 灰 / ,)培

28-53 SD 縄文土器 深鉢 日縁をБ 秒粒含 む 渉 良 破 片 丈中期 新崎

28-54 SD に402 中世土師 皿 日縁をЬ 芳 良 中世

28-55 SD に301 中世 土 師 皿 口縁部 赤褐 良 13,14C 藤部ヘラ切り痕 灯芯痕有り
SD に302 中世 上 師 皿 口縁部 普通 黄褐 良 14C 底部ヘ ラ切 り痕

SD よ267 珠洲焼 片 口鉢 口縁部 普通 暗灰 やや良 破 片 珠洲 H
28-58 SD 2 1こ 406 土師器 Ell 口縁部 密 黄褐 良 破 片 平安

28-59 SD 1こ 407 土師器 郭 口縁部 普通 黄褐 良 刊霊片 平 孝

SD 4 に408 中世土師 皿 口縁部 音通 赤褐 やや農 破 片 中世

28-61 SD 4 に312 中世土師 羽釜 日縁部 音通 暗 褐 良 破 片 中世

28-62 SD ■25R 珠洲帰 片 口鉢 口縁モ∬ 微秒粒 含 黒 灰 良 破 片 中世 片 口部
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凶版 Nα 這 構 香 号 言こ =テ 種  無 器 種 部 位 胎  土 色 調 時 代 備 考

SD 4 よ254 珠洲焼 片 回鉢 口縁音Б 普通 暗灰 やや良 破 片 珠洲 H
SD 4 に373 珠洲焼 底部 普通 暗灰 良 破 片 中世 底部静 止糸切 り痕

SD 4 に414 土師器 皿 底部 普通 黄褐 やや良 破 片 平安 柱状高台 底部糸切 り痕
SD 4 1こ 410 土師器 皿 口賜た部 砂粒含む 赤褐 やや良 破 片 平安 底部糸切 り痕

28-67 SD 4 に40」 上師器 口縁 部 誓 誦 褐 平安

29-68 SD 5 よ273 珠洲焼 口煽賠Б 砂粒 含 む 灰 珠 淵Ⅲ 叩き目 8本 /3cm
SD 5 に411 土師器 皿 口縁部 普通 責 褐 破 片 中世

29-70 SD 5 よ260 珠洲焼 片 口鉢 口縁部 普通 灰 良 破 片 中世

29-71 SD 5 に353 珠洲焼 片 日鉢 口縁部 小石含む 暗灰 良 破 片 中世

29-72 SD 1こ 349 珠 洲焼 片 口鉢 体音躊 普通 灰 良 破 片 中世

29-73 SD 5 1こ 379 須烹器 片 日鉢 口縁とБ 晋通 暗灰 良 破 片 平安 ?

29-74 SD 5 に385 珠洲焼 底を脇 小石 含 む 巨 破 片 中世 底部静止糸切 り痕

29-75 SD 5 石皿 ? / 里
〔

破 片 粗製岩

29-76 SD 5 か84 打製石斧 / / / 吹 / 紹文 中期 緑色排縦 あ り

29-77 SD 8 1こ 412 土師器 皿 口縁部 普通 黄褐 良 破 片 中世 底部ヘ ラ切 り痕

29-78 SD 10 に339 珠洲焼 片口鉢 口縁部 普通 黒灰 良 破 片 中世 卸目 9本/2 1cm
29-79 SK 1 1こ 325 瀬戸焼 皿 医部 普通 灰 良 破 片 中世 τ「皿

SK 1 に278 土師器 続 底 部 普通 赤褐 良 破 片 平安 内面黒色磨 き痕

29-81 SK 1 1こ 427 土師器 皿 底著Б 普 韻 4 平安 底部糸切 り痕 内面黒色磨き
29-82 SK 2 に319 青磁 椀 底音Б 音 通 青緑釉 中世

29-83 SK 3 に338 珠洲焼 片口鉢 底部 普通 炊 中世 卸目12本 /3cm底 部静止系切 り

29-84 SK 4 に292 中世土師 皿 口縁部 普通 黄褐 良 完形 中世 内面糸切 り痕 (ハ ケ ?

29-85 SK 5 に299 中世土師 皿 口縁部 普通 赤褐 良 中世 粗痕有 り

29-86 K に438 珠洲焼 甕 体音Б 砂粒含む 黒灰 良 破 片 中世 ロロき目 11本 /3 0cm
29-87 SK 5 に487 珠 洲鯨 甕 肩部 砂粒含む 暗青灰 良 破 片 中世 口Πき目 7本 /3 0cm
29-88 SK よ235 中世 土師 皿 口縁 普 議 完形 13,14C 底部糸切 り痕
29-89 SK 8 に291 中世土師 皿 口縁 音 逓 i4B 零 形 13.14C

29-90 SK 8 に290 中世土師 皿 口縁部 音 通 赤褐 良 宅 形 13.14C

30-91 SK 12 に436 珠洲焼 甕 体音焉 普通 暗青灰 良 破 片 中世 ロロき目 8本 /3cm
30-92 SK 12 よ252 珠洲焼 片口鉢 口縁部 普通 灰 良 珠洲Ⅳ ″口日 14本 /3 2cm
30-93 K に418 中世土師 皿 底部 密 黄褐 良 破 片 13,14C 底部ヘ ラ切 り痕
30-94 SK か97 石 皿 / / / 皇

（ / 破 片 粗製岩

30-95 SK に419 中世 土師 皿 口縁部 砂粒含む 黄褐 良 中世

30-96 SK |こ 345 片 日鉢 口縁モ∬ 砂粒含む 黒 灰 良 破 片 珠 渉 IW 卸目 17本/2 2cm片口部
SK 21 に347 珠洲メ 片 日鉢 クに音Б 普 通 暗 灰 罠 破 片 珠 洲 V 卸 目rEい

30-98 SK に298 中世土師 皿 日縁モ希 普 通 暗 褐 罠 中世 灯芯痕 あ り

30-99 SK よ276 珠洲焼 甕 底部 微砂粒含 炭 良 破 片 中世 _に 1ず底
30-100 SK 縄文土器 深鉢 日縁部 砂粒含む 黄 白 良 破 片 縄文中期 上 山田

30-101 SK に430 中世土師 皿 日縁部 普通 褐 良 中世

30-102 K 1こ 428 中世土EW 皿 日縁部 音通 黄褐 良 12C
30-103 K 1こ 820 青磁 椀 底部 普通 青緑釉 良 中世

30-104 SK 1こ 297 中世 土師 皿 口縁音Ь 普通 掲 良 灯芯痕

30-105 SK か90 打製石 斧 / / 堅
ト 縄文中期 砂岩

SK 4] に431 中世土師 皿 口縁音Б 音 通 不 農 中世

SK 41 イこ417 中世土師 皿 口縁音b 砂粒含 む 不 良 13.14C

SK に351 珠洲焼 片口鉢 体とる 砂粒含む 灰 良 破 片 珠洲 V
SK に348 珠洲焼 片口鉢 体部 普通 灰 良 破 片 珠洲 V 卸 目増Ⅲヽ

SK 4 に296 中世土師 皿 口縁部 普通 黒 良 完形 中世 灯芯痕

11 SK
`こ

321 青磁 皿 底部 普通 淡青釉 やや良 破 片 中世

SK よ259 珠 洲嫌 片 口鉢 口縁部 黒灰 不良 破 片 中世 瓦質土器 ?

13 SK に337 珠 洲嫌 片 口鉢 底 部 普 轟 珠 洲 V 卸 目8本/3cnI(幅 ?)指押痕
14 SK に435 白磁 皿 口縁部 音 適 良 破 片 中世

SK んヽ99 石 硯 / / 1 中世 二次焼成 うけ る

SK に439 珠洲焼 一堕 休音b 砂粒含む 暗青灰 良 破 片 中世

17 SK に420 土14w器 不 日縁部 普通 褐 良 破 片 平安

SK に432 中世土師 皿 日縁部 砂粒含む 赤褐 良 破 片 16C初 灯芯痕あ り

SK に374 珠洲焼 甕 底部 砂粒含む 暗灰 良 破 片 中世 叩 き目 9本/3cm底部静止
SK 1こ 346 珠 洲焼 片 日鉢 体部 砂粒含む 暗灰 良 破 片 中世 卸 目 8本 /24伽

l SK 蘊支 土器 深 鉢 体 繊維含 t 良 破 片 縄文早期 無 紋

SK 縄文 上器 深鉢 体 繊維含 む 破 片 組文早期 無 紋

SK イこ367 珠洲焼 蓬 日 縁 部 普 通 暗 灰 倶 破 片 珠洲 Ⅲ ロロき目 7本 /8cm SK78接合

SK |こ 418 中世上師 皿 口縁部 砂粒含む 責褐 良 13,14C 灯芯痕 あ り

SK 鏡 / / / / / 完形 中世 鶴亀松文様

SK 珠洲焼 片 口鉢 口縁部 砂粒含む 暗灰 良 破片 中世

SK よ266 珠洲焼 片回鉢 底部 音通 灰 良 破 片 中世 底部静止糸切 り痕

SK よ271 珠 洲峰 誓 口綴髯Ь 普 1蔵 暗 灰 蔦 積 片 挨淵 V ロロき日 11本漁 001n
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図版 No 遺 構 香 号 記 号 種  類 器 種 胎   土 色 調 焼 成 城 存 時 代 備 考

SK 越中瀬戸 片 回鉢 体 部 苦 通 褐釉 良 破 片 近世

SK 珠 洲焼 警 口縁音b 普通 灰 良 破 片 珠JIIIII に369と 同一一イ固tヽか

SK に429 土冑顧春 皿 日縁部 密 赤褐 良 底部糸切 り痕 灯芯痕あ り

SK に433 中世土師 皿 口縁部 普通 赤褐 中世

133 SK かヽ89 磨製看斧 / / / 縄文中期 蛇紋岩

31-134 SK 青磁 皿 口縁 良 破 片 中世

31-135 SK 珠洲焼 昨日鉢 口縁 暗灰 良 破 片 珠洲 V 片口部

31-186 SK 打製石斧 / 灰 / 縄文 中期 緑色斑紋あり 二次焼成反
31-137 SK に398 珠洲娩 口縁部 普 通 灰 良 破 片 中世

AP 1 1こ 305 土師器 皿 口縁部 普通 黄褐 やや窟 平毎 末 2段ナデ

31-139 SD 12 よ268 珠洲焼 片 日鉢 底音ト 小看含む 暗灰 Ｖ

一
珠洲 IV 卸目 7本/15伽 底部糸切

32-140 SK 6 縄文土器 深鉢 口縁著Ь 涌 済 破片 縄文中期 新 崎

32-141 SK 6 縄文土器 深鉢 口縁部 赤 破 片 縄文 中期 新崎

32-142 SK 縄文土器 深 鉢 口縁モ∬ 赤褐 良 完形 縄文中期

R2-1 SK 紙支 上器 深 鉢 口縁部 普通 暗責褐 息 紹立 中期 網製 複 飾綴支 LRL

表牛2 包含層出上の主な遺物
図版No X 音位 種  類 器 種 音h位 】台 土 色 調 焼成 残存 日子   代 補   考

33-1 黒23 縄文土器 深鉢 日縁部 黒鉛含む 黒褐 良 破 片 綴文早期前 山形押型紋

黒23 縄文土器 深鉢 体部 黒鉛含む 黒 褐 農 破 片 組文早期 前 山形押型紋

黒23 縄文土器 深鉢 体音Ь 黒鉛含 む 里
ヽ

良 破 片 縄文早期前半 山形押型紋

8 塁
ヽ
か51 縄文土器 深鉢 黒鉛 含 む ヨ≧ネ 良 破 片 縄文早期前半 山形押型紋

8 黒

`

3 縄文土器 深 鉢 黒鉛含 む 黒褐 良 破 片 縄文早期前半 山形押型紋

33-6 8 里
い

紹支土器 深 鉢 底 部 黒鉛含む 黒褐 良 破 片 縄文早期前半 山形押型紋

33-7 里
ト

縄文土器 深 鉢 体著る 繊維含む 赤褐 やや良 破 片 縄文早期 脩 出 W ttX
里
【
か56 組文土器 深 鉢 体言b 繊維含む 黄褐 浪 破 片 綴支早期 よ り糸紋

望
〔

縄文土器 深鉢 体著躊 繊維含む 責褐 良 破 片 総文早期 より糸紋

33-10 8 皇
〔

縄文上器 深鉢 口縁部 密 赤 褐 良 破 片 縄文 中期 羽状縄文

塁
小
3 縄文上器 深鉢 底部 密 苗 白 良 破 片 縄文中期初頭 木目状より糸紋

5 里
〔

縄文土器 深鉢 日縁音Ь 普 通 赤 褐 良 破 片 縄文中期 新 崎

33-13 皇
” 縄文土器 深鉢 口縁都 泣含 む 貢 自 やや良 破 片 縄文中期 新 崎

里
ヽ
か20 綴支 土器 深 鉢 日縁 部 通 赤褐 良 破 片 縄文 中期 新 崎

33-15 里
（

編文 土器 深 鉢 口縁部 鋭 含 む 暗赤褐 良 破 片 縄文 中期 新 崎

38-16 里
（

縄文 土器 深鉢 口縁部 砂粒多し 赤褐 良 破 片 綴支 中期 新 崎

33-17 1 塁
（
か32 縄文土器 深鉢 日縁著卜 砂粒含む 暗赤褐 良 破 片 縄文 中期 新崎

里
（

縄文土器 深鉢 口縁部 密 黄褐 破 片 組文中期 新 崎

33-19 里
（

縄文土器 深鉢 口縁ギ∬ 蓄 自 やや良 破 片 縄文中期 新 崎

33-20 里
ト
か77 縄文土器 深 鉢 口縁モ∬ 善 議 責 白 良 破 片 縄文 中期 新 崎

里
〔 縄文土器 深 鉢 口縁著Б 秒粒 多い 黄 白 やや良 破 片 縄文 中期 新 崎

33-22 里
ト

紹支 土器 耳飾 り / 普通 赤褐 良 完形 縄文 中期

2 3 星
＾

土 師器 耳 皿 日縁部 普 通 赤褐 良 平安 底都 糸切 り

表 土 中世 土師 皿 口縁部 普 通 赤褐 良 1415C
7 表 土 中世土師 皿 口縁都 普通 赤褐 やや良 15C?

10 表±3 1こ 283 中世土師 皿 口縁部 普通 示 褐 良 中世

里
ヽ

中世土師 皿 回縁部 普通 示 褐 良 12,13C?
里
ヽ
に286 中世土師 皿 口縁著Б 音 通 赤 褐 良 中世

表土 中世土師 皿 口縁音馬 7J/N粒含む 明褐 良 完形 14,15C

表 土 中世 土師 皿 日縁部 普通 褐 良 13,14C

乏三ヒ に279 中世 土師 皿 口縁部 普通 赤褐 良 15C未

32-124 壼
=ヒ
に280 中世 土 Em 皿 口縁部 砂粒含む 赤褐 良 灯芯痕

32-125 表 土 中世土師 皿 口縁部 砂粒含む 褐 良 灯芯痕

32-126 表土 1こ 293 中世土師 皿 口縁部 普通 赤褐 農 身 形 15C 灯芯痕

32-127 15 表土 中世土師 皿 日縁部 砂粒含む 褐 農 1/4 中世

32-128 表土 に282 中世土師 皿 日縁部 普通 褐 良 1/4 13C?
表土 に285 中世土師 皿 日縁モ器 普 通 褐 良 1/4 16C初

32-130 表土 に442 口縁部 粗 責 白 不良 破 片 珠洲 H
32-133 表 土 に868 口縁部 音 追 暗灰 良 破 片 珠洲 V D「 占目9本 /3cm

32-138 表 土 1こ 440 珠 洲娩 口縁部 普通 灰 良 破 片 珠洲Ⅲ .Ⅳ 叩き目7本/3em

32-183 5 表 土 1こ 326 瀬戸焼 皿 口縁部 普通 暗褐 良 掲色釉

32-184 B地区 黒上 土師器 ロクロ甕 体部 普通 黄 白 や や 破 片 平 写

32-185 黒上 珠洲焼 甕 体部 普通 暗 カ 農 破 片 中世 H「 き目10本/3cm

32-186 黒上 珠洲焼 片 日鉢 日縁部 砂粒含む 良 破 片 珠洲 4

32-187 黒上 珠洲焼 片 口鉢 体 音る 密 曙 青 良 破 片 珠洲2

32-lAR 里
（

瀬戸嫌 灯 明皿 口 縁 郡 密 褐色釉 不良 潮t片 中性 末
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